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２歳男児、母親の車にひかれて死亡

荷物を車から降ろした後、駐車場に移動しようとしていた

２０１５年５月２０日 ２３時７分

２０日午後５時１５分ごろ、広島県で、女性介護士（３１）が自宅前の駐車場に乗用車を移動す

るため前進したところ、誤って幼い息子（２）に衝突した。男の子は、頭の骨を折り、搬送先の

病院で死亡が確認された。警察によると事故当時、母親は外出先から帰宅し、男の子と荷物を

車から降ろした後、駐車場に移動しようとしていたという。

◆追突・バック事故の根絶◆

・前を走行する車には、適切な車間距離を保ちましょう

・交差点付近では、早目に減速しましょう

・わき見・漫然運転はせず、『危険意識』をもって運転に集中しましょう

・バック時は、必ず目で確認し、『安易なバック』 はやめましょう

歩行者・自転車・バイクの確認！ 見えたら 『先に行かせる』

バック時は 降りて確認 乗っても確認

追突、玉突き事故事故を防ぐ 交差点手前で止まる時は車１台分のスペースを空けて止まる

交差点 「右左確認／よ～し！」

◆高齢者・子供・自転車に注意◆

◆飛び出しに注意 （自転車・子供）◆

「前をよく見ていなかった」

信号待ちの車列に大型ダンプが追突、車3台の玉突き

［ ２０１５／５／２１ １９：５０ ］

２１日午前９時４５分、北広島市西の里の国道２７４号で、信号待ちをしていた車の列に、

後ろから大型ダンプが突っ込み、追突された乗用車など車３台が次々と玉突きで衝突しました

。大型ダンプを運転していた男性は、「前を見ていなかった」と話しているということです。

横断歩道のない交差点 右から横断の6歳女児、重傷

母親と買い物に行く途中

２０１５年５月２１日（木）２２時４９分

２１日午後４時５０分ごろ、埼玉県の市道で、小学生女児（６）が歩いて交差点を渡ろうとしてい

たところ、直進してきた乗用車にはねられ、胸などを打ち重傷。警察は、自動車運転処罰法違

反（過失傷害）容疑で、乗用車を運転していた、無職の男性容疑者（６９）を現行犯逮捕した。

同署によると、現場は信号機と横断歩道のない交差点。容疑者は走行中、右方から横断してい

た女児とぶつかった。女児は母親と妹の３人で歩いて買い物に行く途中で、母親が１１０番した。

信号のない交差点、自転車の小５男児はねられ重体

２０１５年５月２１日 ２３時４０分

２１日午後6時半ごろ、愛知県の信号機のない交差点で、近くに住む会社員（３５）の長男で小学

５年の男児（１０）が自転車で道路を横断中、左からきた乗用車にはねられた。男児はくも膜下出

血などで意識不明の重体。警察は、自動車運転処罰法違反（過失致傷）の疑いで、乗用車を運

転していた、パートの女性容疑者（６３）を現行犯逮捕した。男児は、事故前に「友達と遊びに行

く」と母親に電話をしていたという。容疑者は助手席の知人と買い物に行く途中だった。

午前7時 自転車で横断中の男子中学生が重傷

２０１５年０５月２２日 １１時１５分

２２日午前７時４４分ごろ、福岡県で軽貨物自動車が、自転車で道路を横断していた男子中

学生（１４）と衝突した。男子中学生は重傷で、病院に運ばれた。


